
第５９回 福岡県地方史研究協議大会 

文化財保存と活用２ 
 
 

主  催  福岡県教育委員会 福岡県地方史研究連絡協議会 

 期 日  令和８年６月２７日（土） 

 会 場  福岡県立図書館レクチャールーム（本館地下１階） 

 日 程 

１３：００ 開  会 

◆福岡県立図書館長あいさつ 

◆福岡県地方史研究連絡協議会長あいさつ 

 

１３：１０ 研究発表（１） （５０分） 

「指定文化財への道のり 

～文化財を後世に伝え残すために～」 

美夜古郷土史学校 山内 公二氏 

 

１４：００ 休  憩  （５分） 

 

１４：０５ 研究発表（２） （５０分） 

「秋月博物館における資料の保存と活用」 

朝倉市秋月博物館 佐々木 隆良 氏 

 

１４：５５ 休  憩  （１５分） 

 

１５：１０ 研究発表（３） （５０分） 

「史跡筑後国府跡の保存活用計画の取組」 

久留米郷土研究会 園井 正隆 氏 

 

１６：００ 発表者による意見交換 （２０分） 

 

１６：２０ 閉  会 

－歴史遺産を現代にどう活かすか－ 



講師プロフィール 

 

◎山内 公二（やまのうち こうじ） 氏 

所属 美夜古郷土史学校 

研究テーマ 近・現代交通史、豊前地域産業史 

主な執筆・著作 「京築風土記」 

「新京築風土記」 

「ふるさとの思い出写真集行橋」 

「京築の文学碑」 

「ふるさと仲津 新田原果樹園発達小史」 

  

◎佐々木 隆良（ささき たかよし） 氏 

 

 

 

 

 

◎園井 正隆（そのい まさたか） 氏 

 

 

 

 

所属 朝倉市秋月博物館 

研究テーマ 黒田長舒の藩政改革、秋月藩の幕末維新期の研究  

主な執筆・著作  

所属 久留米郷土研究会 

研究テーマ 久留米城下における輸入軟質陶磁器「VOC」について 

弥生時代以前の自然災害の伝達方法について 

主な執筆・著作 「VOC 銘入り染付芙蓉手鳳凰文皿」 

「久留米城下絵図の平成図に復元」 

「乙金窯跡・東浦窯跡群・大谷窯跡群における須恵器坏のヘラ記

号について」 



［研究発表①］ 

文化財の保存・活用の現状と課題 

美夜古郷土史学校 山内公二  

履歴書（抄）                    昭和１５年１２月１６日生まれ ８５歳 

昭和３４年 １８歳 行橋市役所臨時雇 市長公室広報担当 

昭和３５年 １９歳 行橋市役所正職員に。       行橋市文化財保護条例制定 

昭和４０年 ２５歳                  美夜古文化懇話会に入会  

昭和５０年 ３４歳                                   美夜古郷土史学校 開校 

昭和５１年 ３５歳 行橋市中期５ヵ年計画策定          豊前国府跡地の保存運動 

昭和５３年 ３８歳 市長室広報係長          豊前の海道をゆく会の発会 

昭和５７年 ４２歳 企画部企画係長 「行橋市総合計画」策定 「京築広域圏計画」策定  

昭和６０年 ４５歳 土地開発公社用地係長 

昭和６２年 ４７歳 総務部秘書係長          文化財専門職員配置 

平成元年  ４９歳 教育委員会学務課長 

平成２年  ５０歳 農業委員会事務局長                図書館 開館 

平成３年  ５１歳 教育委員会学務課長                歴史資料館 開館 

平成６年  ５４歳 文化振興公社常務理事・事務局長 

平成９年  ５７歳 福祉部長 

平成１０年 ５８歳 教育委員会教育部長        御所ヶ谷神籠石国史跡指定拡大  

                           稲童掩体壕整備  

平成１１年 ５８歳                  豊前の街道をゆく会発会 

平成１２年 ５９歳 行橋市退職            旧百三十銀行文化財指定  

          行橋市史編纂室 編纂主任     行橋市史編纂協力委員            

平成１６年 ６４歳        行行橋市史上・中・中 ３巻 資料集３巻 写真集 子ども読本 刊行 

平成２２年                      蔵内家住宅保存シンポジウムの開催 

平成２３年                      筑豊平成鉄道応援団の発会 

平成２４年 ７２歳 行橋市文化財調査委員 

 

１ 郷土史の勉強をはじめたきっかけ 

  広報に問い合わせがくる。図書館も歴史資料館もない。文化財専門職員もいない。 

２ 広報の仕事で、マスコミの人との交流。多くの市民の方々との交流ができた。 

３ 広報を卒業して企画係に。総合計画の策定に従事。図書館中歴史資料館の設置を総合計画に盛り

込む。 

４ 美夜古文化懇話会中美夜古郷土史学校として、図書館中歴史資料館を建設を要望した。 

５ 美夜古郷土史学校として、①豊前国府跡地の保存運動を展開。②豊前の街道をゆく会の発会。③

蔵内家住宅の保存。④筑豊平成鉄道応援団の発会などに取り組んだ。 

 

市町村職員は、郷土の歴史を勉強し、文化財の保護中保存に務めよ。職員研修の充実。 
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［研究発表②］ 

 

秋月博物館における資料の保存と活用 

 

朝倉市秋月博物館 佐々木 隆良 

 

はじめに 

  朝倉市秋月博物館は、旧財団法人秋月郷土館が所有した秋月黒田家伝来の武具・甲冑や

秋月藩政関連の古文書及び「土岐コレクション」の日本画、洋画、書画、彫刻など幅広い

分野にわたり多くの貴重な文化財を所蔵している。また、最近では、旧秋月藩関係の末裔

や朝倉市近郊の方からの古文書や美術工芸品などの寄贈や寄託が多くなっている。    

これらの文化財は、旧財団法人秋月郷土館や地元の有志により、収集、保存、活用されて

きた地域の財産であり、末永く保存・継承していく必要がある。 

 そのために博物館活動の基盤となる資料の収集、保存、調査・研究、活用の充実を図る

必要がある。秋月博物館では、定期的に常設展示の入れ替えを行い、旧秋月藩をはじめ、

朝倉地区の歴史や文化を知り、常に新しい感動や発見ができる場を提供していく。加えて、

歴史上の節目や時代の転換期に活躍した人物に視点をあてた特別展（企画展）を開催し、

歴史や文化、芸術といった様々な視点から、来館者の多様なニーズに応える展示の工夫や

交流・体験を生かした教育普及活動の展開が求められている。そこで朝倉市秋月博物館で

は、基本計画に則り、五本柱を基本とした事業の展開を実施している。 

①ミュージアムとしての基盤となる資料収集、調査研究活動の推進 

②収蔵資料の適切な保管、常設展示・企画展示による収蔵品の公開 

③教育普及活動による郷土学習の充実 

④歴史・文化の魅力、観光情報の発信 

⑤市民や観光客が集い、交流する機会の創出 
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そこで、秋月博物館が開館（平成 29 年（2017）10 月）以来、積み上げてきた博物館

の事業・基盤となる資料の保存と活用の概要について述べてみたい。 

 

１ 資料保存の取組 

○ 温度、湿度、光量などを調整した収蔵庫で保管し、古文書をはじめ、染織品、漆

器、絵画、甲冑、刀剣類など美術工芸品の劣化を防止している。 

○ 原本保全のため、閲覧時にはパソコンを活用した写真閲覧や代替資料を準備し、

どうしても必要な場合のみ実物を閲覧させる。 

○ 博物館資料の害虫駆除や、殺菌のため、燻蒸を実施している。燻蒸は専門業者に

依頼し、定期的に実施している。 

○ 現状の資料の状態での閲覧利用が困難な場合、専門業者に委託し、修復処置で改

善し、資料の保全と利用の利便性を図っている。 

○ 秋月博物館の資料のうち展示頻度が多いものについては、温湿度や照明、空気質、

振動など資料に与える影響を考慮し資料の破損や劣化を防ぐためにレプリカを作成

している。 

○ 展示や写真撮影にあたっては、保存に悪影響が出ないように、資料の特性や状態

に応じて手続きや制限を設けて対応している。 

 

２ 資料活用の取組 

（１）展示 

資料の調査・研究に基づく秋月博物館資料をある意図に基づいて来館者に展示資

料化して提示すること。 

① 常設展 

秋月博物館の設立目的達成のために長期間にわたり実施する展示事業で、中・

近世にかけて朝倉及び周辺地域を治めた秋月氏と黒田氏の関連資料を展示し、併

せて明治以降の発展の様子も紹介している。展示のコンセプトは変えず、年に５

回程度展示替えを行っている。 

② 特別展（企画展） 

常設展示の設定テーマを発展的に展観する事業で、時代の転換期に活躍した人

物や出来事に視点を当て、他館からの協力も得ながら特別展を開催している。特

別展は毎年秋に１回実施している。 

③ 特集展（テーマ課題展） 

特別展の中では最も規模の小さい展観事業で小さくまとまった資料群等の展示

を毎年３回実施している。本年は「新収蔵品展」（１月 16 日～３月 15 日）、

「秋博セレクション 2026」（３月 17 日～５月 10 日）、夏季特集展「朝倉の奇

々怪々」（５月 12 日～８月９日）を開催している。 
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※ 展示をわかりやすくするために 

・展示には展示解説（キャプション）が不可欠である。学芸員が作成しているが200 

 字以内で読み手にとって簡潔で、わかりやすくしている。 

・展示解説の設置する位置は大人の目線よりやや低い位置（車椅子に座ったときの目 

 の高さを目安）にし、見やすい文字の大きさを心がけている。 

・展示解説は、パネル、ワークシート、図録、解説書、映像解説など展示資料の内容 

 によって工夫している。 

・特別展や特集展では、ギャラリートークを位置づけ、展示した学芸員からじかに解 

 説を聞く機会を設けている。 

（２）資料の閲覧、熟覧等への対応 

    ・一般来館者へのレファレンスは、図録、研究紀要、叢書等で対応している。 

   ・大学関係者、研究者等への資料の熟覧は、閲覧室で、学芸員立ち会いのもと古文

書をはじめ、美術工芸品など第一次資料で対応している。 

    ・出版社、マスコミ等への画像利用、他の博物館への貸出については、事前申請に

もとづき、審査を経て対応している。 

（３）研究紀要、秋月博物館叢書の作成 

   調査研究の成果を研究紀要や叢書などの出版物として公表し、研究や教育の基盤と   

して活用できるようにしている。 

（４）教育普及活動 

    ① 古文書解読講座の開催 

      秋月博物館収蔵の古文書を活用した古文書解読講座を実施し、受講者が郷土の

歴史への興味・関心を喚起し、歴史や文化の理解を深めることができるようにし

ている。 

・超入門講座 全６回（秋月博物館） 

・入門講座、中級講座 月２回（ﾋﾟｰﾎﾟｰﾄ甘木）  

・ボランティア（展示解説ボランティア）養成講座 月１回（秋月博物館） 

② 漢詩講座の開催 

       外部講師を招いて原古處、原采頻、吉田平陽など秋月藩を代表する漢詩を鑑賞

するとともに、七言絶句や五言絶句の漢詩を実作する講座を毎月１回開催してい

る。 

③ おはなし源氏物語講座の開催 

       外部講師を招いて毎月１回、源氏物語講座を開催している。源氏物語５４帖の

中から選りすぐりの話をたのしく、面白く味わってもらっている。 

④ 論語カフェ 

亀井南冥著「論語語由」（秋月博物館所蔵）をもとに、論語語由抄を作成しワ

ールドカフェ形式で（毎月１回）開催し、論語の学習会を実施している。 

⑤ ワークショップ 

夏季特集展と関連づけて、市民交流棟でワークショップ（毎年１回）を開催し、

収蔵資料や展示資料についての価値や取扱い方法等について理解を深めることが
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できるようにしている。 

⑥ 市内小中学校への出前授業や博物館見学の際、ハンズオンを取り入れたり、ワー

クシートを活用したりして児童生徒が歴史をより具体的に理解できるようにしてい

る。 

 

まとめ 

  秋月博物館は開館以来、10 年の節目を迎えようとしているが、これまでの歩みは試行錯

誤の連続だった。博物館活動を推進する中で「博物館における資料の保存と活用」につい

て明らかになった成果と課題は次の通りである。 

（１）成果 

   ○ 博物館資料の保存や活用を通して、一人ひとりの学芸員の調査研究の質が向上し、    

博物館講座やワークショップなどを積極的に開催するなど職能成長が見られる。 

（２）課題 

 ○ 資料活用の多様なニーズに答えるためには、デジタルアーカイブの早期の導入と

人員も含めた予算措置が必要であること。 

  ○ 博物館資料の収集、保存に関わって秋月博物館のミッションを重視した資料の選

択と集中が大切であること。 
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数個の歴史遺産をから、地域の歴史的なストーリーを創出して、

筑後川遺産として登録、「歴史のまち久留米のストーリーを形成 

［研究発表③］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 文化財の取り扱いの進化 

   ・保存することが重視された…昭和２５年制定の文化財保護法 

戦後の開発による消失・散逸が懸念され、保護す

るには現状であれ、保存を重視されていた。 

   ・活用しながら保存の取組 …平成３１年に従来の文化財保護法を改正 

                 文化財保護に関する現状の弊害や、保存する意義

の見直しによって、活用の重要性が付加された。 

     

2. 文化財保護法の改正を受け、久留米市独自の保存活用施策を検討 

 

             登録制度の手続き 

     歴史遺産の発見 ⇒ 保存活用推進プランの作成 ⇒ 遺産の登録 

    ⇒ 「歴史のまち久留米」ストーリーシートの作成 ⇒ 推進プログラムの作成 

    ⇒ 取組の実行 ⇒ 取組の評価・見直し    

 

3. 歴史遺産の一つ 「史跡 筑後国府跡」 

歴史遺産一つに、「史跡 筑後国府跡保存活用計画」がある。 

    ◆筑後国府跡の価値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国指定史跡として本質的な価値 
住宅地・まちづくりの観点から見た現代的な価値                                                          

本質的な価値 

① 律令国家の確立期から中世に至る政治状況の変遷を示す遺跡  

② 都市形成の原点を物語る遺跡 

③ 全国の国府研究のモデルとなる遺跡 

現代的な価値 

① 郷土愛を育み、今後のまちづくりにも寄与する遺跡 

       

史跡筑後国府跡の 

保存活用計画の取組について 
 

 

久留米郷土研究会 園井正隆 

 

 

 

久留米市の

文化財保護活用

コンセプト 
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本質的な価値 

① 律令国家の確立期から中世に至る政治状況の変遷を示す遺跡 

前身官衙＝7世紀中頃、大宰府防衛の拠点として軍事的性格を持つ。 

Ⅰ期政庁＝地方支配の拠点として行政府の役割を担う。 

Ⅱ期政庁＝8世紀中頃、大宰府に倣って朝堂院形式の役所が設置され、併せて国

司館がつくられ、地方行政の完成形。 

Ⅲ期政庁＝10世紀中頃に藤原純友の乱により情勢が不安定になり、大宰府への

警戒強化のため、全国最大規模の政庁になる。 

Ⅳ期政庁＝「筑後国検交替使実録帳」によると、13世紀前半の武家社会の胎動

期まで存続したと推察される。 
 

② 都市形成の原点を物語る遺跡 

筑後国府の政庁は、枝光台地の西端から高良山方面の東に向かって、３度の移転

を行いながら、５００年もの年月をかけて、官道をつくり都市形成統治・行政機能

を持つ重要な拠点となる。 

筑後国府の役割を終えた後は、高良山西麓の府中が門前町として発展し、坊ノ津

街道が整備され、明治初期まで宿場町として拠点を担った。 

   現代は交通網が発達し、居住性の向上と商業施設等の充実が図られ、人々が集う

大きな街となっている。 

   古代合川の地に花開いた拠点性は、県南の中心都市として発展する。 
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③ 全国の国府研究のモデルとなる遺跡 

久留米市は、半世紀にわたって筑後国府の研究に取り組んでおり、政庁や国司館

などの遺構が良好な状態で残り、多くの研究成果を蓄積した。また、豊富な出土物

は、筑後川から水陸交通を介して海外にまで及ぶ交流・交易を促し、筑後国の政治・

経済・文化の中心であったことの物証と言える。 

   古代地方官衙の構造や変遷、在地社会をめぐる研究は、全国の国府研究に大いに

役立っており、そのモデルとして注目されている。 

 

現代的な価値 

① 郷土愛を育み、今後のまちづくりにも寄与する遺跡 

多くの人々が、筑後国府跡を訪れ、オープンスペースを利活用することは、市民

や地域住民に郷土に対する愛着と誇りをもたらすと同時に、筑後国府跡を知り、次

世代へ守り伝えていく契機になると考える。 

   また、この地は筑後川の水と高良山の緑に囲まれた自然環境の中にあって市内で

も有数の歴史遺産の宝庫である。 

   今後は、筑後国府跡とこれら歴史遺産を、市民や地域住民とともに、一体的に活

用していくことが、本市のひとづくり、まちづくりにつながると期待される。 

 

◇保存管理に関する基本方針と方向性 

① 基本方針 

   ・筑後国府跡が有する本質的価値の保存と未来への継承に求められる保存管理の

適切な推進を目指す。 

② 方向性 

   ・3地区を設定し、筑後国府跡の一体的かつ適正な保存管理に取り組む。 

   ・土地所有者の協力のもと、各地区の遺構の内容や土地の利用状況に併せて保存

管理を行う。発掘調査は保存活用および筑後国府の実態解明するため実施する。 
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◇活用に関する基本方針と方向性 

➀ 基本方針 

   ・市民や地域住民をはじめ、より多くの人々と筑後国府跡の価値や魅力を共有し

ていく活用の推進を目指す。 

②  方向性 

   ・郷土への愛着や誇りを育む学びの場、交流の場としての活用を推進する。さら

に、活用の効果を高めるため、周辺に所在する歴史遺産や公共施設などとの一体

的な活用の推進に取り組む。 

 

◇整備に関する基本方針と方向性 

① 基本方針 

・筑後国府跡が、地域住民や来訪者にとって、快適かつ安心して学び、憩い、集

うことができる場となり、将来にわたって筑後国府跡を継承できる整備の推進を

目指す。 

② 方向性 

   ・事業期間や整備範囲、設備等を定めた整備基本計画などを策定する。 

策定にあたっては、各地区が有する歴史的特性、地域住民の意見などを踏まえ、 

学習や体験できる空間、日常生活できる空間、および、地域活動などに利用でき

る空間等を検討する。 

      

◇運営・体制に関する基本方針と方向性 

➀ 基本方針 

   ・筑後国府跡の保存活用をひとづくり、まちづくりにつなげるために、地域、市・

関係機関が緊密に連携することで実現される持続可能な運営・体制の構築を目

指す。 

② 方向性  

   ・運営については、土地の所有者や占有者等に理解・協力を求め、地域との連携・

協働による運営体制の構築に取り組む。関係機関との連携については、文化庁・

福岡県文化保護課と協議し、指導・助言を仰ぎ、その他関係機関との連携強化に

取り組む。 
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